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二章 ｢村と村首 ･村長｣では,｢柑｣字が中国 ･朝鮮では環濠や柑門を伴う村落に用いられたのに対し,
日本では5世紀後半の雄略紀に初見する ｢村主｣が,村落との関わりの見られない敬称に使用され,村落


































































































めようとする見解 (第Ⅰ編第五章)などがそれである｡ この開墾 ･開発の問題は,村落結合の在り方とそ
の運動を規定する重要問題として論者が最も力を注ぐところであり,単に法制上の検討にとどまらず,8
･9世紀の国家政策に規定され,またそれに対抗しつつ展開した在地相落百姓の開発の実相が,近江国愛
智郡や山城国葛野郡など畿内とその周辺の史料によって多面的に検討され,村内有力者層の動向を中心と
して中世につながる農民結合の進展の様相が析出されているのも貴重な成果である｡
本論文の特徴の第二として,理論 ･実証両面にわたる既往の広範な研究がよく岨曝されるとともに,単
に文献史料にのみよるのではなく,考古学や歴史地理学の成果を積極的に取り入れ,古代村落像の具体化
をはかっている点をあげることができる｡このような分野の研究は,もともと古代史にあっては史料に恵
まれているとは言えず,その実態的な解明には非常な困難がともなうのであるが,論者は考古学や地理学
の成果を援用し,また自らそのような方法に基づく考察を展開することによってその陸路を切り開くこと
にかなりの程度に成功していると言える｡ それは特に古代村落の成立前史を論じた第Ⅰ編第一章,上記の
開墾 ･開発を問題とした第Ⅰ編第二章,第I編第一章 ･第二章,律令国家の地方行政組織である国衛と郡
家の成立の様態,およびその後の推移について検討を加えた第Ⅲ編第-章などに顕著で,その所論に新鮮
味と具体性を与えるものとなっている｡
論者はまた木簡等,最新の出土文字史料にも注意を怠らず,その積極的な活用をはかっている｡ 陸奥国
の荒田目条里遺跡 (福島県いわき市)からは,磯田の田植に36人の田人を召出そうとした9世紀中頃の郡
符木簡が出土しているが,論者はこれに詳細な検討を加え,そこに見出される ｢里刀自一田人｣の労働編
成が,労働の指揮者の未分離や男中心の編成である点で,弘仁14(823)年に大事府管下で実施された公営
田制のそれと共通し,女性の比率も高く,労働指揮者の分化が認められる畿内先進地のそれとは大きく異
なることを明らかにし,陸奥や西海道のそれは8世紀以来の不安定な集団編成方式であり,元慶3(879)
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年に畿内に設置された宮田と公営田との制度的相違も,このような地域的差異に根ざすとする興味深い指
摘を行っている (第Ⅲ編第三章)｡その基底に横たわる共同体関係,村落結合の在り方等,当該期におけ
る社会発展の地域的偏差を具体的に窺い得る手懸りを与えた貴重な研究と評価することができる｡ 静岡県
浜松市の伊場遺跡から出土した出挙関係木簡により,同遺跡を郡衛と推定するとともに,郡衛が支配下住
民の再生産や生活と深く結びつく行政機関であることを一次史料によって改めて検証した研究 (第Ⅲ編第
四章)ち,新出史料の積極的活用により,研究の一層の具体化をはかろうとする論者の姿勢をよく示すも
のである｡
このように本論文は,時間的にも,また学問領域的にも,極めて幅広い視野をもって成された古代村落
に関する包括的研究であり,上にその一端を紹介したような多くの具体的成果によって,今後の当該分野
の研究に重要な基礎を提供したものと評価できる｡もちろん従来から研究蓄積の多い分野であり,史料的
な制約も相使って,個々の論点については議轟の分かれるところも少なしとしない｡また古代村落の実態
的癖明を目的とする本論文の主旨から,当該期社会の本質規定や中世村落-の展望については,必ずしも
明確ではないという憾みも残る｡ しかしこうした点は本論文における成果を踏まえての論者の今後の課題
とすべきもので,本論文の独自の価値をいささかも損うものではない｡
以上,審査したところにより,本論文は博士 (文学)の学位論文として価値あるものと認められる｡
1999年12月9日,調査委員3名が論文内容とそれに関連した事がらについて口頭試問を行った結果,合格
と認めた｡
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